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ダンプの列、残土の山

富
士
川
と
の
合
流
地
点

か
ら
早
川
上
流
部
に
通
じ

る
県
道
３７
号
。
最
初
に
気

付
く
の
は
土
ぼ
こ
り
を
あ

げ
な
が
ら
す
れ
違
う
ダ
ン

プ
カ
ー
の
多
さ
だ
。
川
沿

い
で
は
工
事
現
場
や
採
石

プ
ラ
ン
ト
な
ど
が
少
な
く

と
も
１０
カ
所
以
上
。
昨
年

ヽ
末
に
最
初
の
取
材
を
し
た

が
、
変
わ
ら
な
い
光
景
だ
。

合
流
地
点
か
ら
約
１
辞

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
ト
ン
ネ

ル
エ
事
残
土
置
き
場
周
辺
を
ひ

っ
き
り
な
し
に
行
き
交
う
ダ
ン

プ
カ
ー
。
昨
年
１２
月
以
降
も
こ

の
光
景
は
変
わ
ら
な
い
＝
山
梨

県
早
川
町

（写
真
の

一
部
を
加

一
工
し
て
い
ま
す
）

保ノ′′

早
川
水
系
の
主
な
状
況
略
図

※
静
岡
新
聞
社
調
べ

早川本流ルボ

土
ぼ
こ
り
舞
う
川
沿
い

駿
河
湾
サ
ク
ラ
エ
ビ
の
不
漁
な
ど
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
富
士
川

水
系
の
濁
り
。
濁
り
の
出
ど
こ
ろ
と
さ
れ
た
雨
畑
ダ
ム

（山
梨
県
早
川

町
）
に
加
え
、
上
流
の
早
川
本
流

（同
町
）
で
も
強
い
濁
り
の
存
在
が

明
ら
か
に
な

っ
た
。
現
場
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
３
月
中
旬
、
早

川
を
さ
か
の
ぼ
り
現
状
を
取
材
し
た
。

濁りの調査必要

プランクトンと
罹
静
岡
大
グ
リ
ー
ン
科
学
技
術
研
究
所

カ
サ
レ
ト
・ベ
ア
ト
リ

ス
・
エ
ス
テ
ラ
教
授

ク
ト
ン
の
成
長
に
必
要
な
栄
養
塩

の
深
層
か
ら
の
供
給
が
限
ら
れ

る
。
そ
こ
に
海
面
の
濁
り
が
日
陰

を
作
り
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

，
光
合
成
が
で
き
ず
、
春
に
起
き
る

大
発
生
が
減
少
す
る
。
環
境
の
過

酷
さ
の

「相
乗
効
果
」
が
成
育
に

影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

近
年
の
魚
体
の
小
型
化
も
食
物
不

足
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。こ

れ
ら
は
現
状
で
は
推
測
で
し

か
な
い
。
不
漁
の
原
因
を
科
学
的

に
探
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

駿
河
湾
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や

栄
養
塩
の
深
度
別
の
調
査
が
必
要

だ
。
調
査
の
た
め
に
は
、
海
水
温

上
昇
と
濁
り
が
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
か
を
理

解
し
な
が
ら
研
究
計
画
を
立
て
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

上
流
に
は
、
河
川
敷
に
積

ま
れ
た
高
さ
十
数
厨
の

″ピ
ラ
ミ
ッ
ド
群
π
。
中

部
横
断
自
動
車
道
の
ト
ン

ネ
ル
エ
事
で
出
た
残
土
の

山
が
見
え
る
。

雨
畑
ダ
ム
に
続
く
雨
畑

川
と
早
川
の
△
口節

響

言

で
は
さ
ら
に
約
８
♂
。
民

間
の
水
力
発
電
所
や
、
採

石
業
者
の
プ
ラ
ン
ト
が
複

数
あ
る
。
操
業
す
る
平
日

の
川
の
水
は
す
で
に
濁
り

気
味
。
周
辺
は
地
下
の
導

水
管
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
て
、
水
の
流
れ
は
非
常

県
内
関
係
機
関
に
よ

工
場
放
水
路
か
ら
い
つ
か
ら
濁

り
が
出
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、

過
去
に
は
問
題
視
さ
れ
ず
、
軽
視

さ
れ
て
き
た
ｏ
今
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
温
暖
化
間

題
と
ロ
ー
カ
ル
な
環
境
問
題
が
重

な
り
、

「負
の
複
合
相
乗
効
果
」

の
結
果
、
サ
ク
ラ
エ
ビ
の
資
源
量

減
少
の

一
因
と
し
て
顕
在
化
し
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

人
で
も
悪
い
薬
を
併
せ
飲
め
ば

１
十
１
＝
２
と
は
な
ら
ず
、
そ
れ

以
上
の
甚
大
な
影
響
が
体
に
出

る
。
例
え
れ
ば
そ
の
よ
う
な
こ
と

だ
。
こ
う
し
た
こ
と
は
生
物
界
で

は
多
い
。
サ
ン
ゴ
で
も
、
高
水
温

（海
洋
生
物
学
）

と
高
濃
度
の
硝
酸
塩
が
重
な
る
と

．
ほ
ぼ
回
復
で
き
な
い
。

サ
ク
ラ
エ
ビ
は
６
月
ご
ろ
に
産

卵
す
る
。
卵
か
ら
か
え

っ
て
数
週

間
後
、
自
分
で
餌
を
捕
食
で
き
る

よ
う
に
な

っ
た
幼
生
が
食
べ
る
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
量
は
非
常
に

重
要
だ
。

駿
河
湾
の
海
水
温
は
上
昇
し
て

い
る
。
最
も
海
水
温
が
下
が
る
２

月
の
月
平
均
海
面
水
温
は
、
２
０

１
７
、
１８
年
は
過
去
５
年
間
で
最

も
高
い
１４

・
２
度

（内
浦
湾
）
を

と
も
に
記
録
し
た
。
冬
場
に
海
面

水
温
が
高
け
れ
ば
海
中
で
対
流
が

起
き
に
く
く
な
り
、
植
物
プ
ラ
ン

に
複
雑
に
な

っ
て
い
る
。

早
川
中
流
部
に
は
、
リ

エ
ア
中
央
新
幹
線
の
ト
ン

ネ
ル
残
土
置
き
場
が
河
川

敷
に
数
力
所
。
リ
ニ
ア
の

本
坑
か
ら
地
上
に
伸
び
る

「早
川
非
常
口
」
な
ど
の

工
事
現
場
で
は
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

屈

図
に
残
る
仕
事
」
が

書
か
れ
た
看
板
も
。
周
辺

を
走
る
の
は

「中
央
新
幹

線
」
と
書
か
れ
た
オ
レ
ク

ジ
色
の
プ
レ
ー
ト
を
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
内
側
に
掲
げ

た
ダ
ン
プ
カ
ー
。
積
ん
で

い
る
の
は

「グ
リ
ー
ン
タ

フ
」
と
呼
ば
れ
る
青
緑
色

の
上
だ
。

近
く
で
は
山
梨
県
発
注

の
道
路
工
事
現
場
が
複
数

あ
り
、
重
機
が
川
床
を
さ

ら
う
。
周
辺
を
糸
魚
川
―

静
岡
構
造
線
が
通
り
、
土

質
の
た
め
か
所
々
の
川
沿

い
で
自
然
の
土
砂
崩
れ
も

見
受
け
ら
れ
た
。

富
士
川
と
の
合
流
地
点

か
ら
約
３０
ご
。
早
川
上
流

に
あ
る
山
梨
県
管
理
の
奈

良
田
ダ
ム
。
導
水
管
の
排

水
が
あ
り
、
濁
り
が
強
い

日
も
あ
る
。

早
川
を
昔
か
ら
見
て
き

た
地
元

の
男
性

（７４
）
は

「自
然
の
濁
り
は
２
、
３

日
た
て
ば
消
え
る
が
、
こ

こ
１０
年
ほ
ど
前
か
ら
は
い

つ
ま
で
た

っ
て
も
濁
り
が

消
え
な

い
よ
う
に
な

っ

た
。人
の
手
が
入
り
過
ぎ
、

自
然
を
変
え
て
し
ま

っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
不

安
げ
だ
。

∩
サ
ク
ラ
エ
ビ
異
ぎ

取
材
班
）

由
比
港
漁
協

2018年
夏ころ
漁師らが、富士川河口や清水区蒲原
の工場放水路沖の水の濁りに気付く

11～ 12月
富士川河口沖、支流の早川、蒲原の工
場放水路沖で底の泥を採取し、民FB5機
関に成分調査を依頼

2019年
2月 1日

泥の成分調査結果を公表。有機物汚
染は確認されなかつたが、海底への細
かい粘土質の粒子の堆積が明ら力ヽこ

静
岡
県
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2018■F
12月ごろ

山梨県と富士川の濁りの原因究明に
向けた協議開始

12月 25日
富士川水系の濁りの調査開始。19年3
月末までに本流と支流で計9回調査

2019年
1～3月

冨士川水系の濁りの調査結果を公表。
支流の早川で強い濁りが発生してい
ることが明ら力ヽこ

3月 26日
川勝平太知事が会見で、富士川水系
の濁りと」R東海によるりニア中央新
幹線工事の影響について言及


